
〔センターの基本事項〕

〔センターの運営方針・指針等〕

〔センターの拠点整備〕

〔ボランティアセンター運営委員会〕 〔ボランティア連絡協議会〕

〔財源〕
― ○
― ○
○ ○
― ―
― ―

工夫点

課題点 ― 課題点

規 約 有

・ボランティア登録者の高齢化、若い世代の登録者がなかなか増え
ない
・それぞれの活動が行われていくなか、ボランティア連絡協議会の
存在意義や役割がわからなくなっている

―

協議会構成
ボランティア活動に賛同する団体、個人
499名（30グループ＋個人）

工夫点
・ボランティアが自由に使えるスペースがないので、集まる機会に
はそれぞれのグループで情報交換ができるようにしている
・参加者から「参加して良かった、活動に活かせる」と言ってもら
えるように研修会を計画している

○

○

○

○

―

―

○

無

事業への関わり ―

登録グループの専用ポスト
の設置

情報掲示板・チラシ提供ス
ペースの設置

名称 ―

組織の有無 無

―

規 約

活動場所の提供

フリースペースの設置

資機材等の貸出

福祉体験器具等の貸出

名称 白馬村ボランティア連絡協議会

組織の有無 有

そ の 他

テーブル・イス、掲示板、障害者自主製品の売店、情報紙

プロジェクター・スクリーン、延長コード、マイク、スピーカー、ＰＣ
コピー機（1枚10円）、用紙（無料）

高齢者疑似体験セット、ＤＶＤ、車いす、
無料

嘱託3名 ―
―

〒399-9301　北安曇郡白馬村大字北城7025
　　　　白馬村保健福祉ふれあいセンター内

情 報 誌
社協報「そ・ら・ら」
年５回発行

そ の 他

独 自 財 源
共 同 募 金
委託料・補助金
民 間 助 成 金

中間支援組織として、ボランタリーな活動者と活動者を受入れ協働する組織との間に介在し、それぞれが寄り良く
出会い、それぞれの目的が達成されるよう支援する。
ボランタリーな活動に関する情報収集、情報提供、広報・啓発、相談援助、学習支援、拠点提供を行う。

人
件
費

事
業
費

独 自 財 源
共 同 募 金
委託料・補助金
民 間 助 成 金

社協普通会費収入

土日祝を除く

村補助金、村委託料（住民福祉課）

来 所 者 数 年間　10,000名

村補助金

一般：400円/h、ボランティア登録団体：200円/h、ボランティア活動：無料

委員構成

平成8年4月1日　設立
当時、近隣市町村でボランティア連絡協議会が設立。
それを参考に、当村でもボランティア同士の横の連携
を図るために立ち上げたいという声があり設立に至っ
た。

Ｈ Ｐ ア ド レ ス http://www.hakuba-syakyo.jp
正規

職 員 数
臨時 2名 その他

開 所 日 と 時 間
平　日 8:30～17:30

電 子 メ ー ル syakyo@voll.hakuba.nagano.jp

所 在 地

0261-72-7230 0261-72-7003電 話 Ｆ Ａ Ｘ

≪白馬村≫ 白馬村ボランティアセンター 

http://www.hakuba-syakyo.jp/
mailto:syakyo@voll.hakuba.nagano.jp


〔業務及び事業について〕

○ ○
○
○
○

○
○
○

― ―

― ―

○

―

―
○

―

―

子育て支援、介護支援

声の広報事業 委

―

高等学校

・災害時住民支え合いマップ作成研修会
災害についての講演、災害時住民支え合いマップ作
成の仕方（ワークショップ形式）
講師：中橋徹也さん

一般対象 委

小 学 校 ― 中 学 校

総 額 ―

―

その他の事業

・高齢者疑似体験　講師：社協スタッフ
・福祉教育（点字）　講師：点訳ボランティア
・福祉教育（手話）　講師：手話サークル、手話通
訳者

―

―

ボランティア広報誌・情報誌の発行

広報・啓発
共

―

ふれあい祭り等の開催 ―

ボランティア講座

ファミリーサポートセンター事業 委

ホームページの運営 共

委

・高齢者疑似体験　講師：社協スタッフ
・目が見えないってどんなこと？　講師：社協スタッフ
・耳が聞こえないってどんなこと？　社協：手話サーク
ル、聴覚障害者
・車いす体験

委

大学・短大・専門学校生対象

福祉教育協力校への助成事業 ―

―

相互交流・ネットワークづくり
ボランティアの集い ―

小中学生対象 委

― そ の 他 ―

―

１校あたり

相談・コーディネート
ボランティア保険加入事務

―　

教員・学校関係者対象

独・委

・災害ボランティアセンター立上訓練
災害についての講演と、災害ボランティアセンター立上体験　講師：川上哲也
さん
・認知症地域ケア研修①
飯綱町の認知症地域ケアの取組みについて　講師：飯綱町社協　坂本圭介さん
・認知症地域ケア研修②
成年後見制度について　講師：司法書士　帶金康祐さん

未経験者向け ―

活動者向け

ボランティア・ＮＰＯへの助成
各種情報提供

高校生対象

福祉教育・ボランティア学習ボランティア活動支援
独・委
独・委

委



〔事業計画・センター運営等について〕

○他市町村社協ボランティアセンターについて
　センター運営や事業実施に関して、他市町村社協ＶＣに聞いてみたいことや知りたいことなど

連携・協働先 連携・協働内容

― ―

―

○事業計画について
　毎年度の事業計画について、どのように計画を立案して
　いますか？

○センターにおける中長期計画について
　独自の中長期計画・アクションプラン等を作成していま
　すか？

担当部署・担当職員間で事業計画を立案している。

《弱み》
・調整役の不足
・活動者の高齢化、若い年代の活動者が少ない
・活動者が自由に使えるスペースがない
・自主財源がない

―

―

―

―

― ―

○連携するＮＰＯや関係機関について
　ＶＣの事業・運営において連携・協働しているＮＰＯや関係機関等はありますか？

○アドバイザー等について
　センターの運営や事業実施に関して、アドバイザー等の
　助言者はいますか？

○社協ＶＣ以外の中間支援機関について
　社協が運営するＶＣとは別に、他団体が運営する中間支
　援機関が地域内にありますか？

○ＶＣ見取り図

○センターの強みと弱みについて
《強み》
・ボランティア（人材）
・ネットワーク
・社会福祉分野
・地域密着型組織とのつながり
・行政との関係


